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 文部科学省は、２月 25 日より実施された国公立大の前期日程

の受験状況を発表した。１日目第１時限目の受験対象者数は

214,421人。このうち受験者数は 198,251人で、欠席者は 16,170

人となった。欠席率は 7.5％と上昇した。＜図表１＞は過去５年

の欠席率の推移である。国立、公立大ともに欠席率は近年、上昇

傾向にあり、国立大の欠席率は前年から 0.2 ポイント上昇し

6.9％、公立大では 0.5ポイント上昇し 9.8％となった。国立大、

公立大ともに過去 10年を遡って最も高い欠席率となった。 

大学別にみると、欠席率の低かった大学では、例年欠席率の低

い芸術系の大学のほか、東京大、東京工業大、一橋大、京都大な

どが今年も上位に挙がった。一方、最も欠席率が高かった大学は

昨年に引き続き上越教育大（34.0％）、次いで新見公立大、愛媛県

立医療技術大などが続く。欠席率が１割を超えた大学は 164大学中 61大学で、昨年の 48大学に比べ大幅に増

加した。 

前期日程を欠席する背景としては、今春入試も新型コロナウイルス感染症下での入試となったことが挙げら

れる。追試験等を準備・案内している大学もあり、一部には利用した受験生もいたものと推測する。また、例

年見られるのが、併願私立大に合格したため受験を取りやめるケースである。このケースは、都市部の公立大

に多くみられ、首都圏の難関私立大との併願者が多い東京都立大では、今年の欠席率は 17.1％、横浜市立大

では同 13.6％となった。 

総合型・学校推薦型選抜に合格したため、併願した前期日程を欠席する受験生も多くみられる。共通テスト

を課す総合型・学校推薦型選抜に出願する受験生は、合格発表日が２月上旬となるため、一旦一般選抜にも出

願することになる。そのため、入学定員に対して共通テストを課す総合型・学校推薦型選抜の募集人員の割合

が高い大学で、欠席率が高くなる傾向がある。上越教育大は入学定員 160名に対し共通テストを課す学校推薦

型選抜の募集人員は 50名となっており、前期日程欠席者のうち相当数はこれらの合格者であると想定される。

また、京都工芸繊維大では、総合型・学校推薦型選抜で大幅に募集人員を増やしている。欠席率は 8.9％と前

年の 2.4％から大きく増えた。このように総合型・学校推薦型選抜の募集人員の拡大が欠席率にも影響を与え

ている。 

 

●国公立大前期日程１日目第１時限目の受験状況（文部科学省資料より集計） 

<全体状況> 

 
<欠席率の低い大学>                        <欠席率の高い大学> 

 

受験対象
者数

出席者数 欠席者数 欠席率
受験対象

者数
出席者数 欠席者数 欠席率

国立計 170,531 159,124 11,407 6.7% 167,052 155,542 11,510 6.9%
公立計 46,633 42,313 4,320 9.3% 47,369 42,709 4,660 9.8%

国公立計 217,164 201.437 15,727 7.2% 214,421 198,251 16,170 7.5%

2022年度 2023年度

公立大 

＜図表１＞国公立大 前期日程欠席率推移 

国立大 
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国公立大前期日程の受験状況 

 

大    学    名
受験対
象者数

出席者
数

欠席者
数

欠  席  率

　1 上越教育 209 138 71 34.0%
　2 新見公立 480 375 105 21.9%
　3 愛媛県立医療技術 161 126 35 21.7%
　4 宮崎公立 187 149 38 20.3%
　5 長野県立 155 124 31 20.0%
　6 宮城 553 446 107 19.3%
　7 山形県立保健医療 322 261 61 18.9%
　8 鳴門教育 128 104 24 18.8%
　9 徳島 1968 1629 339 17.2%
10 東京都立 1816 1505 311 17.1%

大    学    名
受験対
象者数

出席者
数

欠席者
数

欠  席  率

　1 東京工業 3643 3603 40 1.1%
　2 京都市立芸術 520 514 6 1.2%
　3 東京 8603 8486 117 1.4%
　4 東京芸術 919 906 13 1.4%
　5 沖縄県立芸術 72 71 1 1.4%
　6 一橋 2419 2381 38 1.6%
　7 宮城教育 438 428 10 2.3%
　8 京都 7322 7156 166 2.3%
　9 北海道 5281 5149 132 2.5%
10 お茶の水女子 913 888 25 2.7%


